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今年もまた、この９月１日から「すべての命を守るための月間」に入ります。来月の４日、即ちアシ

ジのフランシスコの記念日まで続きます。私たちは再度、ここでフランシスコ教皇様の来日を思い起

こして、すべての命を守る大切さに気付き、何らかの行動を起こす月間としましょう。教皇様は、２０

１９年１１月に来日されたとき、その滞日中、「難民」の話など一切されず、ただ一度だけ東京カテドラ

ルの大聖堂で言われたのが、この「すべてのいのちをまもるために」というワードでした。この教皇

様の言葉は一過性の言葉ではなく、私たちの心にも突き刺さる言葉であり、まさに持続可能な生き

た言葉としなくてはなりません。今一度の言葉の持つ意味をとらえ直してみたいと思います。 

 

◆共存への脅威 

 今まさに現代社会は、この共存することへの危

機に満ち溢れているかと思います。ウクライナ危

機は今まさに長期戦の様相を呈してきましたし、

また世界各地で繰り広げられるテロへの恐怖が

収まってはいません。共に仲良く友として生きる、

そんな幸せな安全な地域や国が完全に脅かされ

つつあるからです。戦争の痛手を負い、二度の核

兵器による多大なる苦境に遭い、今もなお苦しみ

喘ぐ日本は、戦争への危惧から反撃能力と称して、基地を

作り、戦力を高めようとしています。これは共存への道を、

自らからも断とうとする行為ではないでしょうか。 

 

◆じっと見つめること 

 教皇様は「すべての命を守る」とは、まず「じっと見つめる」

眼差しを持つこと、と言われました。母が子を育てるときに、

じっと我が子を見つめる、そんな姿を思い起こしてみてく

ださい。神様もじっと我が子である、私たち一人一人を見

守っていて下さるのです。すべての命は、無償の賜物です。

喜びの知らせなのです。なぜなら、すべての命は互いに結

び合い、呼び寄せ合いながら、生きるものだからです。一

人ぼっちにしてはなりません。置いてけぼりにしては生き

ていけないものなのです。かけがえのない命を大切に守り

抜くことはすべての人の根源的使命なのです。 

◆命を守る行動 

 愛をかけるに値しない人間など、一体どこに

いるのですか。そんな人間はどこにもいません。

すべての命が愛される存在です。障害を持つ

から、病気の人だから、牢獄につながれている

から、ただ単に弱い人だからというような理由

で、愛する価値がなくなるのですか？イエス様

は、思い皮膚病を患っている人、他所から来た

寄留者や旅人、間違いを犯した罪人たち、目

の見えない人や体の不自由な人たちを見つめ、抱き留め、

時には癒し、慰められました。それはまさに私たちにもでき

る、命を守る行動とは言えませんか？ 

 

◆対話と協力 

 世界の平和と共存のために、私たちにできることは対話

と協力を推し進めることです。とくにアジアの国々からす

でに多くの人々が流入し、移民し、そして家族をもって暮

らしています。彼らの祖国は日本と違う文化と歴史、言語

を持った人々です。彼らのことを理解するためには、対話

することです。民族間、国家間の争いもまたこの対話によ

る解決が求められています。片手に武器を携えて対話す

ることでは和解になりません。相手を傷つけるすべての武

器を捨てて、真摯に向き合うことです。 
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聖母マリアの７つの悲しみとは？ 

1． 老シメオンの予言 
2． エジプトへの逃避 
3． イエスを見失う 
4． カルワリオへの道 
5． 十字架刑 
6． 十字架から降ろされる 
7． 埋葬 

-カルロ・ドルチ- 

ハンス・ハヌス神父様 

レデンプトール修道会司祭 

1928年９月 26日 生誕 

1955年７月 13日 司祭叙階 

同年  １１月２０日  日本へ派遣される 

2015年６月     ドイツへ帰国 

2022年７月 18日 帰天。 享年 94歳 

イエスは言われた。「はっきり言っておく、心を入れ替えて子供

のようにならなければ、決して天の国に入ることはできない。自

分を低くして、この子供のようになる人が、天の国で一番偉いの

だ。」 （マタイ 18・3～4） 

 ７月21日午後ドイツにて葬儀・告別ミサが執り行われました。

師は、北薩地区、徳之島、沖永良部、愛宕教会（長崎）の主任司

祭を歴任され、谷山教会の主任司祭としても（1981 年４月～

1983 年３月まで）活躍され、2015 年６月ドイツへ帰国されまし

た。司祭叙階後すぐに日本へ派遣され、６０年の長きにわたって

私たちを司牧してくださいました。ありがとうございました。永遠

の安息の中で憩われますように。 

神父様、いつも綺麗な貝殻のお土産ありがとうございました。 

 

一日マリアポリ

  

 

15 日 悲しみの聖母（記念日）     16 日 聖チプリアノ司教殉教者（記念日） 

イエスが十字架の苦しみを人びと

の救いのために耐え忍ばれたよう

に、マリアもその救いの業に参与さ

れた。聖母の生涯には、喜び、苦し

みがあり、昔からキリスト信者たちは

それらをいろいろな形で記念してき

た。15世紀に、ドイツのケルンで悲

しみの聖母の祝日が行われ、次第に

広まり、1817年に教皇ピオ 7世に

よって全教会の祝日として定められ

た。  ミサでは、キリストの死に対す

る聖母マリアの苦しみだけを記念しているが、昔から信者たち

は、他の苦しみも加えて、7つの苦しみとして具体的に祈ってい

た。聖母の苦しみは、キリストが生まれてすぐに、エルサレムの

神殿で預言者シメオンから言われた「あなた自身も剣で心を刺

し貫かれます」という言葉の実現だった。 

 また、悲しみの聖母について多くの傑作が生まれ、中でもミケ

ランジェロのピエタ像やヤコポネ・ダ・トディのスタバト・マーテル

の詩と曲が有名である。   -女子パウロ会聖人カレンダーより- 

 

聖チプリアノは、カルタゴ（現在のチュ

ニジア共和国）に生まれた。彼は高い

教育を受け、修辞学の教師、弁護士

をしていた。貧しい人に持っているも

のを施し、洗礼を受ける前から、貞潔

の誓いを立てていた。254年、彼は

洗礼を受け、2年後司祭に叙階され、

その後カルタゴの司教になった。 

 当時、デキウス帝の迫害で棄教した

キリスト教徒が、教会に戻ることが問

題となった。教皇コルネリオは「司教に

よれば、大罪をゆるすことができる」と

主張し、チプリアノがこれを支持して、

ノヴァティアヌス派に対抗した。また、

ノヴァティアヌスによって分裂した教

会で受けた洗礼について、チプリアノ

はその有効性を認めなかった。 

 チプリアノ司教は、同じ 9月 16日

に記念する教皇コリネリオをあらゆる

面でよく助けた。チプリアノは、教会が

一つであるために、使徒ペトロの後継

者である教皇のもとに、司教、信徒た

ちが一致することの大切さを強調し

た。 ウァレリアヌス帝（在位 253年

－260年）の迫害のとき、チプリアノ

はチュニジアのコルバに追放され、投

獄された。258年、「神に感謝」という

ことばとともに、斬首によって殉教し

た。彼は優れた著作家でもあり、『主

の祈りについて』『善行と施しについ

て』などがある。 
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道行く人よ 

立ち止まって 

わたしの悲しみに 

等しい悲しみがあるかを 

思い起こしてください 

哀歌 1，12 

第 18回日本ｽｶｳﾄジャンボリー 

  ボーイスカウト日本連盟では、今年が 100 周年記念と

なり第 18 回日本スカウトｼﾞｬﾝﾎﾞﾘ-を開催しますが、コロ

ナ感染の問題で、東京の中央会場と全国 6 か所のサテラ

イト会場（九州は熊本県芦北ｷｬﾝﾌﾟ場）で 8月 4日～9日

の予定でしたが、鹿児島県連盟ではコロナ感染者が 7 月

26日から急激に増えたので、不参加となりました。鹿児島

21 団でも 6 月と 7 月に事前訓練ｷｬﾝﾌﾟを行っていました

が、残念です。 

また、ビーバー隊・カブ隊も合わせて、学校や子供達の

感染者が増えたり死者も出ている事から 8 月は隊集会や

団ｷｬﾝﾌﾟも中止として、9 月になり感染者が極少人数とな

ったら活動を再開したいと思います。 

  感染者が少なくなり教会でもミサ参加も通常に戻るよ

うになったら、ボーイスカウトの 子供達にミサの事や祈り

についての勉強をしてミサに参加させることが希望です。 

 その時は信者の皆様ｽｶｳﾄ活動へのご理解をよろしくお

願い致します。            団委員長：伊東清寛 
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7月 18日 ハヌス神父様が帰天されました 
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2０２２年９月＜ミサ典礼＞の朗読及び先唱奉仕のお願い 

いよいよ９月に入ります。先月は、教皇大使様が来鹿される予定でしたが、骨折のため叶いませんでした。

それでも聖フランシスコ・ザビエル司祭様の列聖４００年記念のお祝いは挙行されました。１５日、被昇天のお

祝い日１１時半からザビエル聖堂で記念ミサがあり、列聖をお祝いしました。この９月１日からは、「すべてのい

のちを守る月間」が始まります。巻頭言でも書きましたが、すべてのいのちを守る行動を、私たちも身近なとこ

ろから実践していきましょう。ウクライナの人々はまだ戦禍の中に苦しんでいることを忘れずに、世界の平和を

祈り続けましょう。 

以前、コロナウィルス感染症の勢いは収まるところを知りません。注意喚起は変わりません。手指消毒、検温

及びマスク着用を遵守しましょう。聖堂内への入場制限はそのまま８０人。聖歌もこれまで通り、祝日以外、質

素に歌っていきます。今後も、ミサ典礼の先唱朗読の奉仕、よろしくお願いいたします。 

◆受付での手指消毒及びマスク着用と検温、そして署名等、カード記入に協力願います。 

◆９時ミサへの聖堂入場制限、８０人のまま続けます(*但し、典礼奉仕者を除く)。 

◆上記の人数を超えても、玄関ロビーから参加可能です。 

◆尚、泣部屋は子ども連れのご家族に割り当てられています。 

◆聖堂内では座席番号に間違いなく、ご着席ください。 

◆一部、窓を開けての換気、空調温度は高めに設定（２７°Ｃ）、稼働しています。 

◆聖体拝領は一列に並び、前後 1ｍ、間隔を空け、ゆっくりと前に、順にお進みください。 

 

■９月の典礼の先唱及び朗読の役割分担は以下の通りです。 

◇ ９月４日 年間第 23主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕  ● ８/９班 

◇ ９月１１日 年間第 24主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 10班 

◇ ９月１８日 年間第 25主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● １班 

◇ ９月２５日 年間第 26主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ２/３班 

 

★さて、新しいミサ典礼式次第「ともにささげるミサ」（会衆用）の読み合わせ会を、この９月１日（木）午後６時

半から始めたいと思います。朗読及び典礼奉仕にあたる人は参加してみてください。読み合わせていくだけで

も、典礼の勉強になるかと思います。大体一時間くらいになるかと思いますが、お時間の都合をつけられて、ご

参加下されば幸いです。隔週で月二回ずつでもできればと考えています。途中からでも参加できますから、気

軽にお出かけください。 

                ２０22/９/１ すべての命を守るための月間の初めに 主任司祭 トマス頭島 

 

 

 

 

 

 

 

聖フランシスコ・ザビエル列聖 

400年記念行事 レンゾ・デ・ルカ神父 

（イエズス会日本管区長） 
ミサ中の説教は駐日

大使によるネット配信 

（通訳・霧島神父） 
2022/8/15(月)記念行事は予定通り開催された。駐日教皇大使レ

オ・ボッカルディ大司教は 8/11 東京でアクシデントの為来鹿できず、

フランシスコ教皇に指名されたレンゾ・デ・ルカ神父（イエズス会日本

管区長、教皇の教え子）が来鹿され任務を果たされた。 
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朗読奉仕者 掃除当番 班会

1日 木 6:30

2日 金 19:00

3日 土
記念日　　
19:00 ⑧⑨ 教会

4日 日 6：30＆9：00 ⑧⑨
5日 月 6:30

6日 火 6:30

7日 水 19:00

8日 木
祝日　　
6:30

9日 金 6:30

10日 土
記念日　　　
19:00 ⑩ 教会

11日 日 6：30＆9：00

12日 月 6:30

13日 火
記念日　
6:30

14日 水
祝日　　　　　
19：00

15日 木
記念日　　
6：30

16日 金
記念日　　　
6：30

17日 土 19:00 ① 教会

18日 日 6：30＆9：00

19日 月 6:30

20日 火
記念日　　
6：30

21日 水
祝日　　　　　
19：00

22日 木 6:30

23日 金
記念日　　
6：30 　

24日 土 19:00 ②③ 教会

25日 日 6：30＆9：00 ②③
26日 月 6:30

27日 火
記念日　
6:30

28日 水
記念日　
19:00

29日 木
祝日　　
6:30

30日 金
記念日　
6:30

ロザリオの祈り 毎週火曜日　10：00～

聖書と教理－Ⅱ 毎週金曜日　10：00～12：00 2，9，16，23，30日

聖トマス西と15殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
召命ミサ　　　　　　　＜求道者勉強会シーズンⅦ＞2

聖ミカエル、聖ガブリエル、聖ラファエル大天使　　　　　
朝ミサ

聖ヒエロニモ司祭教会博士　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

     6，13，20，27日

レジオ・マリエ 毎週水曜日　14：00～ 7，14，21，28日

聖ビンセンチオ・ア・パウロ司祭　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

聖コルネリオ教皇、聖チプリアノ司教殉教者　　　　　　　
朝ミサ

年間第25主日のミサ/9：00～草刈り

年間第25主日/敬老者の為のミサ/ミサ後～　司牧評議会　　　①
朝ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　🚩敬老の日

聖アンデレ金と同志殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

聖マタイ使徒福音記者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
召命ミサ

朝ミサ

聖ピオ(ピエトレルチーナ)司祭　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　🚩秋分の日

年間第26主日のミサ　＊フォコラーレ9：00～開会ミサ

年間第26主日　　　　　＊世界難民移住移動者の日

朝ミサ

悲しみの聖母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ　　　　　＊鹿児島教区司教座教会献堂記念日

年間第23主日

朝ミサ

朝ミサ

召命ミサ

聖マリアの誕生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

朝ミサ

日本205福音殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年間第24主日のミサ

年間第24主日/ミサ後　ワークショップ/15：00～役員会　　　　⑩
朝ミサ

聖ヨハネ・クリゾストモ司教教会博士　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

十字架称賛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
召命ミサ　　　　　＜求道者勉強会シーズンⅦ＞1

聖グレゴリオ一世教皇教会博士　　　　　　　　　　　　　　
年間第23主日のミサ

令和4年（2022年）谷山教会09月の予定と祝日表（09月01日～09月30日）
日　　時 典礼と行事

朝ミサ/ 18:30～新しいミサ式次第読み合わせ　＊すべての命を守るための月間

初金ミサ

今
月
の
行
事
当
番
班
は

2
・
3
班
で
す
。

ミサ後ワークショップ打ち合わせ

＊被造物を大切する世界祈願日


